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静岡大学未来の科学者養成スクール(FSS)受講生、AR技術とロボットの融合に関する研究

を映像情報メディア学会で発表 

― 研究成果を口頭発表、ARとロボットの融合の可能性について探る ― 
 

静岡大学未来の科学者養成スクール(FSS)受講生の石井響音さん(静岡県立伊豆伊東高等学校 3年)

が、静岡大学情報学部／電子工学研究所の青木研究室（教授：青木徹、特任助教：加瀬裕貴）のも

とで研究を行い、その成果について 2023 年 9 月 1 日に映像情報メディア学会で「拡張現実(AR)に

よるリアルなロボットの動きと映像キャラクターの統合表現」というタイトルで口頭発表を行いま

した。 

 

【研究のポイント】 

・研究の目的は、AR 技術とロボットを組み合わせ「触れ合い」可能なキャラクターを生成し、人

間とのコミュニケーションを促進するというものです。 

・例えば、人間が銃を撃つポーズをすると、ロボットはそのポーズに反応して倒れてその後起き上

がるポーズを取り、AR 上では映像キャラクターがロボットに重ね合わさる形で同様のポーズを

とることができるというものです。 

・このアプローチによって、ロボットが持つ表現力に限界がある場面で、キャラクターの表情や動

作などを付加することが可能となり、より身近な体験を提供できるようになります。また、触れ

合える映像、といった新しい表現やコミュニケーションを創造できます。 

 

本研究は、AR (Augmented Reality)とロボットを使用した「触れ合い」可能なキャラクターを生成

し、人間とコミュニケーションをとるという目的のもと、モーションセンサーを使用して人間の手

の動きに反応して、ロボットが動作を行い、同じ動作を AR でも表現できるというものです。一方

でロボットが転倒したり、障害物に当たったときにもキャラクターが同様の動きをするようにロボ

ットのサーボモーターの動きを AR にフィードバックする仕組みも取り入れました。 

 

本研究で得られた研究成果は今後、ホテルやレストランで稼働しているロボットに AR を合わせ

ることでよりエンターテインメント性の高い体験したり、アニメやゲームに登場する好きな「推し」

キャラクターと実際に握手をしたりハイタッチをすることができるといった夢のような体験を実

現できると期待されています。 

 

なお、本研究成果は、一般社団法人映像情報メディア学会の発行する予稿集「映像情報メディア

学会 2023年年次大会講演予稿集」に掲載されています。 
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【研究概要】 

本研究では、AR（拡張現実）による映像キャラクターをリアルなロボッ

トに投影し、ロボットの動きと映像を同期させることで、触れ合い」可能

なキャラクターを生成し、人間とのコミュニケーションを促進するという

ものです。 

 

【研究背景】 

コンピュータ・グラフィックス(CG)で作成された映像キャラクターは、

アニメやゲームなどに限らず動画ストリーミングサービス上で配信を行

うバーチャル YouTuber (VTuber)が活躍するなど、我々の生活に身近な存

在になっています。また、ロボットも同様に我々の日常生活において身近

な存在になっており、レストランの配膳作業を行うことでサービスを向上

させるなど、人々の生活の質を向上させ、便利さや効率性をもたらせてい

ます。そこで、拡張現実(AR)技術を活用し、CGで作成された映像キャラク

ターをロボット上に重ねて表現することで、人々が直接触れ合うこと

のできる映像キャラクターが創出できるのではないかと考えました。 

 

【研究の成果】 

実験では、ARマーカーを用いてロボットと映像キャラクターを 3次元的に位置合わせを行い、PC

からロボットの動きを制御し、PC とスマートフォン間でキャラクターの動きをデータ通信によっ

て送信することで同期を実現しました。また、モーションセンサーを使用することで、人間の手の

動きをトリガーとしてロボットと AR が同様の動作をし、人間とコミュニケーションをすることが

できるということが可能になりました。また、ARを使用することで、ロボットが持つ表現力に限界

がある場面で、キャラクターの表情を付加することが可能となり、より身近な体験を提供できるよ

うになりました。 

 

【今後の展望と波及効果】 

今後、ホテルやレストランで稼働しているロボットに AR を合わせることでよりエンターテイン

メント性の高い体験をすることができることや、アニメやゲームに登場する好きな「推し」キャラ

クターと実際に握手をしたりハイタッチをすることができるといった夢のような体験を実現でき

ると期待されています。 

 

【研究者コメント】 

静岡大学電子工学研究所 教授・青木 徹（あおき とおる） 

AR 技術とロボットを組み合わせ「触れ合い」可能なキャラクターを作ってみたい、という高校

生ならではのアイデアをベースに研究を行いました。AR を使用して、ロボットに「表情」をつけ

ることで、感情や動作を持つキャラクターとのインタラクションを可能にする一歩となっていま

す。将来的には、エンターテインメントやサービス業界において、AR とロボット技術の組み合

わせが新たな楽しみや価値を創出することにつながると考えています。 

 

【論文情報】 

掲載誌名(予稿集): 映像情報メディア学会 2023年年次大会講演予稿集 

論文タイトル(予稿): 「拡張現実(AR)によるリアルなロボットの動きと映像キャラクターの統合表

現」 

著者:石井 響音(静岡県立伊豆伊東高等学校), 加瀬 裕貴・青木 徹(静岡大学電子工学研究所) 

ロボットに AR による映像キャ

ラクターが重なり合わさる様子 


